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市　　　長

市議会議員開票結果

香
南
市
初
代
市
長

　
　
　
　
仙
頭
義
寛

投票率：75.05％

名簿登録者数：27,570人
当日有権者数：27,146人
総投票者数　：20,373人

１) 西内俊夫　　1219.776票

２) 森本恵子　　1099票

３) 中元源一　　936.008票

４) 野崎昌男　　838票

５) 真辺慶一　　827票

６) 猪原　陸　　807票

７) 山崎　朗　　795票

８) 野島利英　　784票

９) 竹村暢文　　774票

10) 黒石博章　　755票

11) 斉藤朋子　　702票

12) 安岡　宏　　685票

13) 岡﨑　健　　671票

14) 志磨村公夫　636票

15) 野村正夫　　624票

16) 信吉孝彦　　621票

17) 山本茂夫　　610.408票

18) 西内治水　　591.223票

19) 杉村正毅　　578票

20) 安芸紀雅　　564票

21) 中元則夫　　558.991票

22) 中村輝彦　　550票

23) 野本光生　　538票　

24) 山本孝志　　478.318票

25) 林　道夫　　458票

26) 山中　昭　　453票

■　北本洋介　　440票

■　福井正彦　　359票

■　濱口浩一郎　356票

■　長野長幸　　249票

■　伊藤茂男　　228.272票

■　河邑嘉隆　　201票

■　北川哲也　　 58票

せ
ん
と
う
　
　 

よ
し
ひ
ろ

市長選・市議選の開票事務のお詫び

　
今
回
の
市
長
・
市
議
選
挙
の
開
票
事

務
に
お
き
ま
し
て
は
、
開
票
時
間
の
遅

延
や
中
間
速
報
に
お
け
る
候
補
者
別
得

票
速
報
に
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
な
ど
、
誠

に
不
十
分
な
対
応
と
な
り
ご
迷
惑
を
お

か
け
致
し
ま
し
た
。
候
補
者
の
方
に
は

も
ち
ろ
ん
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
か

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
関
心
が
高
い
、
香

南
市
の
市
政
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
事
務
態
勢
の
準
備
不
足

で
不
要
な
ご
心
配
を
お
か
け
し
、
誠
に

遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
に
こ
の
苦
い
経
験
を
十
分
に
生

か
す
こ
と
で
ご
容
赦
い
た
だ
き
、
皆
さ

ま
の
期
待
に
こ
た
え
て
参
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
(

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

　選挙の二重投票を防ぐため、今回初め

てバーコード照会システムを導入しました。

有権者１人１枚届けられたハガキに、バ

ーコードが印刷されていたのをご存知で

すか。バーコード部分を切ったり、汚した

りすると読みとりができません。入場券ハ

ガキは折ったり、切ったり汚さないでお持

ちください。

市議会議員選挙

市長選挙

切らないで入場券ハガキ！

 合併に伴う香南市長選挙、市議会選挙が４月16日（日）に行われ、即日開

票されました。

　市長選挙は２人の立候補届出があり、仙頭義寛氏（旧野市町長）が当選。

　市議会選挙では定数26人に対し33人の立候補届出があり、激戦のすえ

新しく26人の議員が決定しました。（右選挙結果参照）

仙頭 義寛

清藤 真司 8,886票

11,075票

■香南市町別投票率（市長選）

赤岡町

香我美町

野市町

夜須町

吉川町

当日有権者数 投票者総数 投票率

13,847人

5,129人

2,861人

3,588人

1,721人

9,831人

3,936人

2,246人

2,934人

1,426人

70.99％

76.74％

78.50％

81.77％

82.85％

旧町村の個性を活かしながら調和のとれたまちづくりを

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

昭和21年11月21日
野市町中ノ村生まれ　ＡＢ型
高知短期大学卒
　昭和39年 旧野市町役場入庁
　平成11年 第6代野市町長に就任
　平成18年 
　      

合併に伴い失職
３月

　
桜
の
花
か
ら
新
緑
へ
と
、
季
節
の
移
ろ
い
を
感

じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、
香
南
市
長
と
し
て
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
香
南
市
が
誕
生
し
て
二
カ
月
が
た
ち

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
正
に
、
新
た
な
香
南
市
と

し
て
の
真
価
を
発
揮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
新
市
『
香
南
市
』
は
、
山
、
海
、
川
の
豊
か
な

大
自
然
の
中
、
田
園
風
景
や
街
並
み
が
調
和
し
、

歴
史
と
文
化
と
伝
統
に
育
ま
れ
た
個
性
豊
か

な
地
域
の
広
が
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
旧
町
村
の
個
性
を
活
か
し
な
が
ら
市
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
、
安
心
、
安
全
で
元
気
と
活
力

の
あ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
し
た
『
環
境

と
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
』
を
進
め
、
少

子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
の
子
育
て
支
援
策

や
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
、
健
康
で
生
き
が
い

を
持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
福
祉
の
充
実
を
図

り
『
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
』
を
、
そ
し
て

南
海
地
震
に
備
え
て
海
岸
地
域
や
中
山
間
地

域
の
防
災
対
策
や
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
や
人
を

守
り
合
う
自
主
防
災
組
織
を
全
市
に
拡
充
し

『
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
』
を
強
力
か
つ
着
実

に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
香
南
市
は
農
林
水
産
業
を
中
心
に
、
商
業
、

先
端
工
業
が
加
わ
っ
た
理
想
的
な
地
域
で
す
。

　
更
に
こ
れ
ら
が
展
開
し
、
賑
わ
い
の
あ
る
躍
動

感
あ
ふ
れ
る
街
へ
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋

が
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
ま
ち
づ
く
り
図
の
基
本
と
も

な
る
の
が
『
交
通
網
の
整
備
』
で
す
。
香
南
市
の

主
要
幹
線
道
路
と
し
て
現
在
進
ん
で
い
る
高
規

格
道
路
・
南
国
安
芸
線
の
早
期
完
成
、
夜
須
町

か
ら
香
我
美
町
中
央
部
へ
の
幹
線
市
道
の
早
期

整
備
や
県
道
の
整
備
な
ど
を
促
進
し
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
住
民
に
、
よ
り
身
近
な
行
政
主
体
と

し
て
、
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
対
応
で

き
る
『
創
造
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
』
を
進
め
、

教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
し
た
魅
力

あ
る
ま
ち
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
も
含
め
地
方
財
政
は
、
国
の
三
位
一
体

の
改
革
に
よ
り
補
助
金
や
地
方
交
付
税
が
削

減
さ
れ
、
大
変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
無
駄
を
排
し
、
財
政
の
健
全

化
に
努
め
、
新
た
な
決
意
と
情
熱
を
持
っ
て
、

香
南
市
の
た
め
に
全
力
を
注
ぎ
、
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
信
頼
と
期
待
に
応
え
て
い
く
決
意
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
格
別
の
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　                      

　
平
成
十
八
年
四
月
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①情けは人のためならず②三宝山③

市民のための市政の推進

①至誠一貫②秋葉山系③市活性化

のため尽くしていきます

①誠実・忍耐②ヤ・シィパーク③香南

市の農業の振興に努めます

①即断・即決・全力投球②三宝山の

頂上から③みんなが夢や希望を持っ

て安心して暮らせる街づくりに全力で

取り組む

①万象に天意を覚る者は幸いなり人

の為国の為②三宝山（特に西から観

る風景）③みんなでつくろう元気都市

香南

①温もり・誠実②三宝山から見る香

南市③中山間と市街地が公平である

ように

①共生②三宝山・同左からの展望（香

南・香長平野）③合併して良かったと

思われるまちづくりを目指して一生懸

命頑張る決意です

①一歩一歩②手結港の音景色③バ

リアフリーな視点で誰にもやさしい香

南市を目指し、皆さまの声を聞かせ

ていただきながら頑張ります

①ふれあい②三宝山からの南景③

市民の立場にたつ

①初心忘るべからず②海・山・里の

風景③誰もが安全、安心で元気に豊

かに暮らせる住みやすいまちづくりに

取り組みたい

①人を大切にする②物部川③夢の持

てる社会づくり

①一期一会②海・羽尾③住民主体の

まちづくり

①一路②手結の港③社会的弱者の

声を大事にして香南市の土台づくり

のため、しっかりした議論を行う

①一生懸命②三宝山から見る景色

③みんなが安全で安心して暮らせる

活力ある香南市を目指す

①誠心誠意②吉川町天然色劇場・港・

物部川河口域③住民参加が基本の

市政、香南市全体の一体性

①相手の身になって考える②国道55

号線（赤岡町）より三宝山③地球にや

さしく光る町づくり

①真実一路②三宝山頂よりの風景③

現場第１主義で「市民のための市政」

①隗より始めよ②手結住吉の海岸及

びサンゴ③誠心誠意、香南市民のた

めに尽くす

①誠実②月見山・山から見る海③市

民の代表として全力投球致します

①至誠心②桜づつみより望む太平洋

③災害に強い街づくりを目指し、情熱

をもって取り組みます

　４月16日、合併に伴う市議会議員選挙が行われ香南市初の市議会

議員26人（男性23人・女性３人）が決まりました。

　４月27日の臨時議会では、議長、副議長が選出され組織を決定し、

それぞれに活躍の場を広げていかれます。

　これからのまちづくりに携わる皆さんにひとこと抱負を述べてもらい

ました。

わたしたち市民の声を託す人たちです

①希望②羽尾と舞川、夜須の海岸線

（海）③市民の皆さまのために全力で

お役にたって参ります

①初心忘るべからず②毎年開催され

るドロメ祭りの海浜③子どもからお年

寄りまでがいきいきとし、すべての人

が安心して暮らしやすい街づくりを目

指します

①和顔愛語②海風荘から眺める手

結港③女性の代表として常に市民の

立場で市民の目線をモットーに頑張

ります

①健康第一②所有地のみかん園より

香南市、浦戸大橋展望③地場産等

の振興・安心、安全のための情報整備・

健康支援の環境づくり

市
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
！

市
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
！

香
南
市
初
め
て
の

香
南
市
初
め
て
の

①至誠天に通ず②三宝山山頂③皆

さまの幸せと香南市発展に一生懸命

取り組む

安芸　紀雅（65）=野市町=猪原　陸（65）=香我美町=岡﨑　健（52）=野市町=
おかざき　たけるのむら　　　まさお

もりもと　　けいこ

やまもと　　しげお

やまもと　　たかし
にしうち　　はるみ にしうち　　としお なかむら　てるひこ なかもと　　のりお

やまなか　あきら やまさき　あきら やすおか　ひろし なかもと　げんいち たけむら　のぶふみ すぎむら　　まさき

まなべ　　けいいち はやし　みちお のもと　　　みつお しまむら　　　きみお さいとう　　ともこ くろいし　　ひろあき

のぶよし　たかひこ のじま　　としひで のざき　　　まさお いはら　　みち あき　　　のりまさ

野村　正夫（57）=野市町= 信吉　孝彦（63）=香我美町= 野崎　昌男（59）=野市町=野島　利英（54）=夜須町=

森本　恵子（57）=野市町= 真辺　慶一（58）=野市町= 林　道夫（42）=夜須町= 野本　光生（53）=野市町= 志磨村　公夫（46）=赤岡町= 斉藤　朋子（59）=夜須町= 黒石　博章（61）=香我美町=

山本　茂夫（48）=香我美町= 山中　昭（41）=夜須町= 山崎　朗（54）=香我美町= 安岡　宏（64）=野市町= 中元　源一（54）=吉川町= 竹村　暢文（66）=赤岡町= 杉村　正毅（63）=野市町=

①自然体②三宝山・物部川③毎議会

質問に立ち、住民の皆さま方の声を

届ける

山本　孝志（42）=吉川町= 西内　治水（68）=夜須町= 西内　俊夫（65）=野市町= 中村　輝彦（59）=香我美町= 中元　則夫（55）=吉川町=

氏名（年齢）=住所=
①好きな言葉

②香南市の好きな場所・風

景等

③抱負をひとこと
※五十音順で紹介させて
いただいています
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議
会
事
務
局

総
務
課
　
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
　
百
田
博
実
（
香
）

防
災
対
策
課
　
課
長
　
岩
本
　
淳
（
野
）

財
政
課
　
課
長
　
安
井
士
郎
（
野
）

企
画
課
　
課
長
　
田
内
修
二
（
夜
）

事
務
局
長
　
恒
石
　
巌
（
夜
）

事
務
局
長
　
村
山
恵
二
（
野
）

係
長
　
小
松
靖
生
（
野
）

係
長
　
石
原
信
昭
（
香
）

主
監
兼
係
長
　
公
文
信
仁
（
香
）

総
務
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
岡
本
光
広
（
野
）

防
災
交
通
安
全
係
　
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
係
長
　
伊
藤
敏
雄
（
夜
）

職
員
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
野
村
章
治
（
吉
）

財
政
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
光
明
院
修
一
（
香
）

管
財
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
沢
村
　
健
（
野
）

秘
書
広
報
係
　
主
監
兼
係
長
　
松
田
由
香
利
（
赤
）

門
脇
佐
代
子
（
香
）

國
松
士
晃
（
野
）

洲
崎
真
紀
（
赤
）白

井
千
恵
（
野
）
・
葛
根
雅
代
（
夜
）
・
寺
田
大
介
（
吉
）
・
山
本
正
志
（
吉
）

近
森
敏
彰
（
野
）
・
西
内
英
一
（
野
）
・
公
文
秀
男
（
野
）
・
斉
藤
り
え
（
夜
）

野
中
洋
子
（
野
）

安
岡
隆
志
（
夜
）
・
西
内
栄
一
（
香
）
・
堀
川
里
望
（
野
）

岡
本
　
修
（
香
）
・
原
　
　
司
（
野
）
・
田
渕
　
忍
（
吉
）

宗
円
啓
自
（
夜
）
・
足
達
　
剛
（
香
）
・
寺
田
義
文
（
赤
）

吉
岡
園
枝
（
香
）
・
浜
田
知
佐
（
赤
）
・
原
　
敬
子
（
野
）

井
上
由
美
（
野
）
・
田
中
菜
生
（
香
）

小
串
康
仁
（
吉
）
・
中
屋
健
一
郎
（
野
）
・
尾
原
健
敏
（
野
）

西
内
孝
一
（
香
）

北
村
浩
司
（
吉
）
・
内
川
武
史
（
夜
）
・
山
下
　
篤
（
赤
）
・
安
岡
美
弥
（
野
）

藤
原
弘
規
（
香
）
・
山
﨑
正
博
（
野
）
・
別
役
直
哉
（
赤
）
・
野
島
優
子
（
夜
）

矢
野
佳
仁
（
香
）
・
尾
崎
新
一
（
吉
）
・
岡
林
栄
一
（
野
）
・
近
藤
　
誠
（
夜
）

人
権
課
　
課
長
　
北
岡
栄
二
（
赤
）

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局

市
　
長

助　　　役

収
入
役 福

祉
事
務
所
　
所
長
　
松
木
雅
久
（
野
）

保
護
係
　
係
長
　
山
本
八
也
（
香
）

社
会
福
祉
係
　
副
所
長
兼
係
長
　
関
川
昌
彦
（
赤
）

山
中
浩
司
（
赤
）
・
村
山
知
子
（
野
）
・
藤
田
安
子
（
吉
）
・
岩
田
由
子
（
夜
）
・
小
松
大
洋
（
野
）

小
川
由
香
（
野
）
・
山
本
千
賀
（
野
）
・
金
子
み
ど
り
（
夜
）
・
宮
川
朋
大
（
野
）
・
山
嶋
久
代
（
赤
）

中
澤
大
介
（
吉
）
・
吉
永
次
雄
（
野
）
・
小
松
ち
さ
（
香
）
・
竹
村
和
花
（
野
）

税
務
課
　
課
長
　
古
味
正
好
（
赤
）

資
産
税
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
野
嶋
由
慎
（
香
）

市
民
税
係
　
主
監
兼
係
長
　
増
井
千
香
（
吉
）

岡
本
和
也
（
夜
）
・
松
本
展
明
（
吉
）
・
萩
野
大
輔
（
野
）
・
西
内
豊
明
（
野
）

濵
田
豊
栄
（
香
）

宮
﨑
直
美
（
香
）
・
中
元
友
子
（
赤
）

岡
　
多
美
子
（
赤
）

中
澤
和
仁
（
吉
）

安
岡
敬
子
（
野
）
・
大
石
久
美
（
野
）
・
石
川
利
香
（
野
）
・
永
野
真
紀
（
夜
）
・
北
代
満
紀
（
赤
）

長
谷
部
久
峰
（
香
）

収
納
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
田
中
祐
一
（
野
）

門
脇
位
明
（
香
）
・
垣
本
謙
二
（
赤
）
・
小
田
弥
生
（
吉
）
・
山
﨑
暢
也
（
夜
）
・
溝
渕
康
仁
（
野
）

人
権
係
　
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
係
長
　
入
野
朝
子
（
野
）

市
民
課
　
課
長
　
宮
﨑
文
江
（
野
）

山
本
伸
雄
（
野
）
・
中
元
二
三
四
（
吉
）
・
谷
岡
美
鈴
（
夜
）
・
寺
内
よ
り
子
（
赤
）

諫
本
詩
保
（
野
）
・
吉
村
み
ど
り
（
野
）
・
黒
瀬
美
鈴
（
香
）
・
中
川
　
希
（
夜
）

市
民
係
　
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
係
長
　
井
上
準
二
（
香
）

環
境
対
策
課
　
課
長
　
常
石
朋
延
（
野
）

西
﨑
孔
久
（
赤
）
・
都
築
敏
夫
（
野
）
・
黒
岩
　
保
（
香
）
・
川
西
貴
祥
（
夜
）

環
境
係
　
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
係
長
　
入
野
敏
郎
（
夜
）

【
赤
岡
市
民
館
】
　
主
監
兼
館
長
　
沢
田
秀
幸
（
赤
）

【
吉
川
市
民
館
】
　
主
監
兼
館
長
　
本
田
千
代
美
（
吉
）

保
険
医
療
課
　
課
長
　
小
松
健
一
（
香
）

末
延
一
人
（
香
）
・
中
島
貴
也
（
野
）
・
恒
光
フ
ミ
（
夜
）
・
小
松
寿
美
（
野
）

北
川
ま
り
（
野
）
・
刈
谷
　
剛
（
夜
）
・
福
井
理
加
（
吉
）
・
北
岡
沙
栄
（
赤
）

別
役
和
彦
（
香
）
・
本
田
美
和
（
赤
）
・
小
川
哲
弘
（
野
）
・
西
岡
亜
希
子
（
野
）

宮
本
亮
子
（
吉
）
・
松
村
千
賀
子
（
香
）
・
豊
永
智
歩
（
野
）

保
険
・
年
金
・
医
療
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
畠
中
典
子
（
野
）

介
護
保
険
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
西
村
誠
子
（
夜
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
主
監
保
健
師
兼
係
長
　
高
橋
広
美
（
夜
）

上
下
水
道
課
　
課
長
　
久
保
慎
二
（
野
）

出
納
室
　
室
長
　
大
西
　
治
（
野
）

岩
本
浩
子
（
野
）
・
猪
原
一
幸
（
香
）
・
田
中
一
也
（
赤
）
・
山
本
貴
博
（
夜
）
・
澤
田
　
卓
（
野
）

安
岡
愛
可
（
香
）
・
岡
村
文
朗
（
野
）

竹
中
慶
司
（
夜
）
・
岡
﨑
　
進
（
野
）
・
岡
本
真
幸
（
香
）
・
下
村
征
二
（
野
）
・
吉
村
正
秋
（
野
）

上
水
道
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
寺
内
　
潤
（
野
）

工
業
用
水
道
係
　
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
係
長
　
山
﨑
憲
章
（
香
）

下
水
道
係
　
係
長
　
村
山
　
敦
（
野
）

係
長
　
内
川
佳
浩
（
野
）

情
報
推
進
係
　
係
長
　
田
中
彰
裕
（
野
）

企
画
統
計
係
　
係
長
　
宮
崎
結
城
（
野
）

地
域
振
興
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
小
松
謙
介
（
赤
）

国
土
調
査
係
　
主
監
兼
係
長
　
松
田
幸
士
（
吉
）

自
衛
隊
立
地
推
進
室
係
　
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
係
長
　
黒
石
真
一
（
香
）

香南市役所赤岡庁舎

赤
岡
支
所
　
支
所
長
　
吉
田
　
豊
（
赤
）

北
代
芳
子
（
赤
）
・
松
本
巻
夫
（
赤
）
・
前
川
　
聖
（
赤
）

宇
根
由
美
（
赤
）
・
下
村
道
雄
（
赤
）

市
　
　
　
　
長

助
　
　
　
役

健
康
対
策
課
　
課
長
　
山
中
美
恵
（
赤
）

保
険
衛
生
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
伊
藤
恵
美
子
（
夜
）

保
健
指
導
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
黒
瀬
普
美
（
野
）

市
原
清
恵
（
野
）
・
中
城
由
美
（
赤
）
《
県
へ
派
遣
》
・
伊
藤
祐
美
子
（
香
）
・
岩
元
真
理
（
香
）

村
山
美
香
（
野
）
・
榎
　
愛
子
（
香
）
・
吉
良
美
保
（
夜
）
・
松
田
真
弓
子
（
野
）

島
村
千
春
（
香
）
・
野
島
美
知
子
（
野
）
・
中
山
卓
子
（
赤
）
・
岡
﨑
直
子
（
赤
）

出
羽
優
子
（
夜
）【
保
健
医
療
課
付
】
古
谷
知
佐
子
（
野
）
・【
香
我
美
支
所
付
】
門
田
美
和
（
香
）

　
　
　
　
　
　
　          

【
夜
須
支
所
付
】
岩
佐
和
子
（
夜
）
・【
吉
川
支
所
付
】
小
串
寛
美
（
吉
）

市
民
係
　
主
監
兼
係
長
　
近
森
孝
章
（
赤
）

地
域
支
援
係
　
参
事
兼
副
所
長
（
課
長
補
佐
兼
係
長
）
　
久
武
正
則
（
赤
）
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域
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５
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５
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６

※
名
前
の
後
の
（
　
）
は
昨
年
度
の
所

属
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

（
赤
）
…
赤
岡
町
　
（
香
）
…
香
我
美
町

（
野
）
…
野
市
町
　
（
夜
）
…
夜
須
町

（
吉
）
…
吉
川
村  

（
県
）
…
県
退
職
者

（
赤
・
吉
）
…
赤
岡
町
吉
川
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

香南市の職員配置をお知らせします！香南市の職員配置をお知らせします！

仙頭　義寛
せんとう　　　よしひろ

※監査委員事務局と議会事

務局は４月27日付

平成18年４月１日現在

《香南市職員のみの掲載です》
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香我美庁舎夜須庁舎吉川庁舎香南消防

建
設
課
　
課
長
　
北
野
幸
男
（
野
）

濵
田
　
豊
（
野
）
・
西
岡
孝
紘
（
赤
）

松
下
千
賀
子
（
赤
）
・
近
森
陽
子
（
香
）
・
宮
地
啓
仁
（
赤
）
・
桑
島
浩
輔
（
夜
）

野
村
　
亮
（
吉
）
・
中
嶋
一
允
（
野
）

北
川
明
史
（
野
）
・
松
田
洋
彰
（
野
）
・
臼
木
孝
文
（
香
）
・
川
﨑
大
也
（
夜
）

鮫
島
加
代
子
（
野
）
・
立
仙
泰
章
（
夜
）
・
坂
本
　
悟
（
香
）

市
　
　
　
　
長

助
　
　
　
役

市
　
　
　
　
長

助
　
　
　
役

市
　
　
　
　
長

助
　
　
　
役

学
校
教
育
課
　
教
育
次
長
兼
課
長
　
松
﨑
俊
比
古
（
香
）

中
屋
幸
夫
（
野
）

坂
本
充
子
（
香
）
・
佐
田
和
章
（
野
）
・
石
丸
博
美
（
赤
岡
吉
川
中
学
校
組
合
）

蓮
井
早
苗
（
野
）
・
百
田
佐
登
子
（
野
）
・
都
築
真
理
（
野
）
・
山
中
敦
子
（
野
）

教
育
委
員
会

教育長　島﨑隆弘（吉）

教育次長

こ
ど
も
課
　
課
長
　
田
内
基
久
（
野
）

こ
ど
も
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
竹
崎
美
影
（
夜
）

保
育
所
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
西
村
　
和
（
香
）

幼
稚
園
係
　
係
長
　
横
山
三
鈴
（
野
）

教
育
総
務
係
　
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
係
長
　
藤
田
順
一
（
赤
）

学
校
教
育
係
　
指
導
監
　
小
松
泰
樹
（
県
）

給
食
セ
ン
タ
ー
　
セ
ン
タ
ー
長
　
門
田
　
緑
（
吉
）

給
食
係
　
主
監
兼
係
長
　
木
下
洋
一
（
野
）

夜
須
支
所
　
支
所
長
　
浜
口
　
悟
（
夜
）

田
内
優
美
（
夜
）
・
中
岡
咲
子
（
夜
）
・
伊
藤
正
和
（
夜
）
・
平
井
彰
洋
（
夜
）

高
橋
優
子
（
夜
）
・
山
本
正
志
（
夜
）

市
民
係
　
参
事
兼
副
所
長
（
課
長
補
佐
兼
係
長
）
　
川
村
耕
一
（
夜
）

地
域
支
援
係
　
係
長
　
高
橋
真
一
（
夜
）

吉
川
支
所
　
支
所
長
　
甲
藤
喜
美
子
（
吉
）

野
村
綾
子
（
吉
）
・
東
川
る
り
（
吉
）
・
田
渕
浩
平
（
吉
）

福
井
幸
生
（
吉
）
・
濱
崎
一
浩
（
吉
）

市
民
係
　
主
監
兼
係
長
　
中
川
美
鶴
恵
（
吉
）

地
域
支
援
係
　
参
事
兼
副
所
長
（
課
長
補
佐
兼
係
長
）
　
村
井
洋
子
（
吉
）

香
我
美
支
所
　
支
所
長
　
山
本
　
智
（
香
）

百
田
幹
生
（
香
）
・
山
本
芙
美
代
（
香
）
・
黒
岩
和
代
（
香
）
・
大
石
久
美
（
香
）

近
森
康
世
（
香
）

清
藤
正
郎
（
香
）
・
岡
本
敦
子
（
香
）

市
民
係
　
副
所
長
（
課
長
補
佐
兼
係
長
）
　
尾
原
久
万
（
香
）

地
域
支
援
係
　
主
監
兼
係
長
　
常
光
貴
実
（
香
）

農
林
課
　
課
長
　
小
松
達
夫
（
夜
）

農
林
係
　
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
係
長
　
野
島
昭
男
（
野
）

農
林
土
木
係
　
主
監
兼
係
長
　
吉
村
　
雅
（
香
）

黒
瀬
隆
彦
（
野
）
・
岡
田
美
紀
（
吉
）
・
浜
田
悦
秀
（
夜
）
・
松
村
進
一
郎
（
赤
）

宇
田
道
太
郎
（
香
）
・
高
橋
　
聖
（
野
）

西
内
誠
人
（
香
）
・
伊
野
広
高
（
夜
）
・
味
元
桂
子
（
野
）

建
設
総
務
係
　
係
長
　
中
田
和
弘
（
野
）

住
宅
係
　
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
係
長
　
寺
内
敏
弘
（
赤
）

建
設
土
木
係
　
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
係
長
　
谷
山
佳
広
（
夜
）

都
市
計
画
係
　
係
長
　
宮
田
憲
一
（
野
）

生
涯
学
習
課
　
課
長
　
上
田
英
博
（
夜
）

澤
田
伸
治
（
赤
）
・
大
谷
修
一
（
県
）
・
西
内
千
香
（
吉
）

【
野
市
図
書
館
　
館
長
】
久
家
英
生
（
野
）
・
【
香
我
美
市
民
館
】
武
内
由
美
（
香
）

【
野
市
公
民
館
】
岡
﨑
伊
知
郎
（
野
）
・
猪
原
加
江
（
野
）

【
夜
須
公
民
館
】
中
川
正
資
（
夜
）
・
山
本
真
由
美
（
夜
）

【
野
市
給
食
セ
ン
タ
ー
】
小
松
京
子
（
野
）
・
足
達
　
晃
（
野
）

【
赤
岡
吉
川
給
食
セ
ン
タ
ー
】
西
田
加
代
子
（
赤
・
吉
）
・
山
本
　
学
（
赤
・
吉
）
・
中
村
将
門
（
赤
・
吉
）

【
香
我
美
給
食
セ
ン
タ
ー
】
清
水
す
み
子
（
香
）
・
森
田
純
子
（
香
）
・
森
本
美
江
（
香
）
・
水
田
慶
一
（
香
）
・
川
﨑
利
奈
（
香
）

【
夜
須
給
食
セ
ン
タ
ー
】 

正
職
員
の
配
置
は
あ
り
ま
せ
ん
　

竹
中
ち
か
（
夜
）

北
村
暢
敏
（
野
）
・
西
内
　
淳
（
香
）
・
名
倉
海
子
（
夜
）
・
【
ふ
れ
あ
い
広
場
】
早
野
　
誠
（
野
）

【
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
】
本
田
靖
彦
（
補
導
セ
ン
タ
ー
）

生
涯
学
習
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
竹
村
孝
一
（
野
）

文
化
振
興
保
護
係
　
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
係
長
　
神
明
裕
一
（
野
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
　
主
監
兼
係
長
　
武
内
晴
夫
（
香
）

青
少
年
育
成
係
　
係
長
　
小
松
　
誠
（
野
）

農
業
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長
　
福
田
信
夫
（
野
）

主
監
兼
係
長
　
野
村
泰
夫
（
香
）

笹
岡
三
幸
（
野
）
・
福
吉
和
佳
（
夜
）

山
本
か
お
り
（
赤
）

中
島
ひ
ろ
子
（
野
）
・
竹
村
桂
子
（
吉
）
・
杉
村
香
織
（
赤
）

谷
内
佳
代
（
夜
）

商
工
水
産
課
　
課
長
　
福
井
清
仁
（
吉
）

商
工
観
光
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
宮
田
稔
久
（
赤
）

水
産
振
興
係
　
係
長
　
野
島
浩
一
（
夜
）

漁
港
・
港
湾
係
　
課
長
補
佐
兼
係
長
　
中
元
秀
広
（
吉
）

山
﨑
隆
広
（
夜
）
・
府
川
早
苗
（
野
）
・
近
森
紳
也
（
香
）

前
川
浩
文
（
赤
）

半
田
貞
仁
（
夜
）

消
防
団
係
　
　
中
邑
彰
彦
（
香
）

香
南
消
防
本
部

消防長　光明院正臣

消防次長　岡﨑　勉

消防署長　山﨑良満

山
﨑
幸
一

安
井
英
喜

田
渕
　
勉

河
谷
隆
志

消防司令

消防司令補

藤
田
博
三

久
保
雅
裕

濵
田
応
人

溝
渕
裕
介

福
留
義
則

消防士長

消防士

山
本
　
隆

吉
川
裕
二

別
役
三
省

消防副士長

55-4141 55-3121 55-3141 55-2111

57-

７
５
２
２

57-

７
５
１
７

57-

７
５
１
８

57-

７
５
１
９

57-

７
５
２
１

57-

７
５
２
４

57-

７
５
２
３

57-

７
５
２
０

水
防
・
防
災
係
　
　
近
森
好
英
（
野
）

山
崎
伸
也
・
加
藤
雅
丈
・
永
野
慎
吾

河
崎
　
誠
・
西
内
伸
考
・
安
井
耕
三

高
橋
勇
作
・
竹
﨑
裕
次
・
間
城
祐
介

今
西
洋
道
・
岡
田
一
也
・
山
中
浩
司

坂
井
昭
宏
・
小
澤
寛
人
・
浜
田
省
吾

山
中
浩
維
・
今
上
慎
一

足
達
万
喜
男
・
北
岡
英
一

塩
井
政
利   

・
北
岡
利
彦

小
松
利
匡   

・
吉
川
精
人

恒
光
博
篤   

・
大
西
　
晃

近
藤
達
也   

・
浜
田
敏
明

濱
口
誓
子
（
赤
・
吉
）

係
長
　
長
野
恵
子
（
野
）
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opics

まちの話題

赤岡保育所

所
　
長
　 

松
本
ひ
と
み

副
所
長
　
久
武
美
紀

副
所
長
　
澤
田
里
美

【保育士】

沢田忠子・小谷京子

松本恵美・北川りえ

垣本和代・岡田みどり

寺田美奈子・半田久恵

【調理員】　本田ひろみ

香我美おれんじ保育所

副
所
長
　
木
口
泰
見

【保育士】

猪野智津・別役由香

小川泰子・高橋美佳

谷内多美・山中清香

大石　幸・高野久美

松本恵実・小島千佐

【調理員】　小松記代・岡林富子

香我美幼稚園

教
頭
　
小
松
伸
子

【教諭】

小原史代・松下京子

西山　綾 ・今西裕美

縣島八大(香保）

野市幼稚園

教
頭
　
宮
崎
順
子

【教諭】

甲藤真理 ・門田玲加・小松美沙

小松君江

所
　
長
　 

吉
良
美
津
代(

野
東
保
）

園
長
　
徳
久
育
子

園
長
　
公
文
千
惠
子

野市東幼稚園

教
頭
　
入
野
美
樹
子

【教諭】

安井志乃・明石史子

園
長
　
永
野
惠
子

野市保育所

副
所
長
　
西
内
寿
子

副
所
長
　
藤
村
邦
美

【保育士】

野村美栄子・近森久仁子

高橋　綾・川村明子

横田純美代・門田紀和

松繁　充・谷内誠子

氏原愛沙子・山本美穂(香保）

所  

長
　 

髙
橋
公
子

佐古保育所

副
所
長
　
山
下
理
恵
（
野
保
）

【保育士】

奧宮佐代子・尾知喜久子

武田了子・川村雅湖

濵田真理・秋友育子

濵田由美子・常石千恵子(東保）

所  

長
　 

門
田
富
美

野市東保育所

副
所
長
　
安
岡
隆
子
（
佐
保
）

【保育士】

田中和子・原　　史

古味美和・岡林真紀

小松友香里・野老山知佐

岩川敬子(佐保）

所  

長
　 

山
本
美
和

夜須保育所

副
所
長
　
森
田
　
綾

【保育士】

浜田摩優美・岡部貴子

武内奈美・仙頭京美(夜幼）

所  

長
　 

依
岡
悦
子

吉川みどり保育所

【保育士】

松下智子・河﨑真奈美

松村佐織・田渕美穂

十河美和

【調理員】　岩下久美（香保）

所   

長
　
藤
本
瑞
恵

夜須幼稚園

教
頭
　
山
下
遊
水

【教諭】

前田節子（香幼）

園
長
　
大
坪
佳
子
（
夜
保
）

57-7011

56-0659

55-3424

56-1071

54-2471

56-1953

55-3258

55-5357

55-2745

54-2735

54-4343

※
名
前
の
後
の
（
　
）
は
異
動
し
た
方
の

み
前
の
所
属
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

（
香
保
）
…
香
我
美
お
れ
ん
じ
保
育
所

（
香
幼
）
…
香
我
美
幼
稚
園

（
野
保
）
…
野
市
保
育
所

（
東
保
）
…
野
市
東
保
育
所

（
佐
保
）
…
佐
古
保
育
所

（
夜
保
）
…
夜
須
保
育
所

（
夜
幼
）
…
夜
須
幼
稚
園

入学生数学校名

赤岡中学校

香我美中学校

野市中学校

夜須中学校

香我美小学校

岸本小学校

野市小学校

佐古小学校

野市東小学校

夜須小学校

吉川小学校

赤岡小学校

30人

56人

179人

24人

22人

42人

9人

102人

50人

49人

31人

8人

中
学
校

小
学
校

平成18年度入学生徒数平成18年度入学生徒数

ご入学おめでとう！

入園・入学式

　
香
南
市
内
保
育
所
は
四
月

五
日
（
水
）
に
入
所
式
を
、
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
は

四
月
七
日
（
金
）
に
入
園
、
入

学
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
ぴ
か
ぴ
か
ラ
ン
ド
セ
ル
や

新
し
い
教
科
書
に
、
み
ん
な

に
こ
に
こ
笑
顔
で
す
。

　
初
め
て
の
教
室
、
た
く
さ
ん

の
友
だ
ち
、
広
い
運
動
場
…
。

　　
四
月
は
出
会
い
の
季
節
で
す
。

吹奏楽の音色で
　　新入生を歓迎♪
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まちの話題

　
教
室
か
ら
聞
こ
え
る
友
の
声
。
グ
ラ
ン
ド

に
残
し
た
光
る
汗
。
心
の
黒
板
に
は
消
え
な

い
チ
ョ
ー
ク
で
か
か
れ
た
た
く
さ
ん
の
思
い

出
。
泣
い
た
日
。
笑
っ
た
日
。
悔
し
か
っ
た

日
の
帰
り
道
。
恩
師
。
友
達
。
想
い
出
と
希

望
を
胸
に
新
た
に
輝
く
光
の
中
へ
｜
。

　
卒
業
お
め
で
と
う
。

Topics

　
　♪友だち100人できるかな♪こうなん市の１年生集合！

♪

野市東小学校　１組・２組

夜須小学校

野市小学校　１組

野市小学校　２組

野市小学校　３組

野市小学校　４組

香我美小学校　Ａ組

香我美小学校　Ｂ組

佐古小学校　１組

佐古小学校　２組

 

四
月
七
日
、
香
南
市
内
八
校
の
小
学
校
で
、
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
春
小
学
校
に
入

学
し
た
の
は
三
百
十
三
人
で
す
。
た
く
さ
ん
の

夢
と
希
望
を
持
っ
て
は
じ
め
て
学
校
の
門
を

く
ぐ
り
ま
し
た
。

赤岡小学校

岸本小学校

吉川小学校
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ヤ・シィ海辺の凧揚げ大会

まちの話題

空いっぱいのアートを

西川男の料理教室

わしらの腕をみせちゃるき！

赤岡　コミュニティ助成事業

夜道だって明るいよ

旧夜須町商工会青年部テント寄贈

未来ある子どもたちに

第５回白牡丹祭

詩人 岡本弥太をしのんで

一豊公入国ウオークラリー

山内一豊公の足取りをたどって

春の交通安全運動

交通ルールに気を付けて

 

ヤ
・
シ
ィ
海
辺
の
凧
揚
げ
大
会
が
、

三
月
二
十
六
日
（
日
）
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー

ク
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
三
十
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
凧
作
り
教
室
」
で
作
っ
た
凧
な
ど

が
海
風
に
乗
っ
て
、
お
お
ぞ
ら
に
舞

い
あ
が
り
ま
し
た
。

　
一
豊
く
ん
・
千
代
ち
ゃ
ん
な
ど
を

描
い
た
吹
き
流
し
型
凧
や
連
凧
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
飛
行
が
あ
り
、

訪
れ
た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
四
月
七
日
（
金
）
、
香
我
美
町
西

川
公
民
館
で
男
性
ら
二
十
一
人

が
参
加
し
て
男
の
料
理
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
男
性
が

一
人
に
な
っ
て
も
き
ち
ん
と
料

理
が
作
れ
る
よ
う
に
企
画
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
春
御
前
」
を
作
る
と
い
う
こ

と
で
、
山
へ
山
菜
を
採
り
に
行
く

と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
西
川
健
康
を

守
る
会
と
食
生
活
改
善
委
員
の

指
導
の
も
と
、
い
た
ど
り
の
混
ぜ

ご
飯
や
春
の
山
菜
天
ぷ
ら
、
ゆ
で

タ
ケ
ノ
コ
の
団
子
揚
げ
な
ど
季

節
感
た
っ
ぷ
り
の
料
理
を
作
り

ま
し
た
。

　
旧
夜
須
町
の
商
工
会
青

年
部
が
四
月
十
二
日（
水
）、

夜
須
小
学
校
に
六
脚
テ
ン

ト
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
商
工
会
青
年
部
は
合
併

に
よ
る
解
散
で
余
剰
金
を

子
ど
も
た
ち
に
使
っ
て
も

ら
お
う
と
考
え
、
学
校
行

事
に
使
う
テ
ン
ト
の
数
が

不
足
し
て
い
た
小
学
校
に

贈
り
ま
し
た
。「
夏
の
プ
ー

ル
や
運
動
会
で
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
松
田
校
長
先
生
が
受
け

取
り
ま
し
た
。

　毎年、全国で行われる春の交通安全運動が４月６

日（木）から４月15日（土）まで行われました。

　通学路や交差点では、地元の人が黄色い旗を持っ

て街頭指導を行ったり、交通量の多い道路ではパネ

ルを掲げて「交通安全運動中」や「シートベルトの着

用」を呼びかけました。

　香南署管内の交通安全運動期間中の交通事故は

６件でした。去年に比べ交通事故が多発し、けが人

も発生しています。交通ルールを守り、しっかり安

全確認をしましょう。

 

香
我
美
町
岸
本
に
生
ま
れ
、
教
員
を
し
な

が
ら
詩
壇
で
そ
の
才
能
を
発
揮
し
た
昭
和

の
偉
大
な
詩
人
岡
本
弥
太
を
し
の
ぶ
第
五

回
白
牡
丹
祭
が
四
月
十
五
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
雨
天
の
た
め
、
岸
本
集
会
所

を
会
場
に
、
岸
本
小
学
校
五
・
六
年
生
に
よ

る
「
わ
が
涙
」
の
斉
唱
や
弥
太
の
甥
に
あ
た

る
野
村
土
佐
夫
さ
ん
（
赤
岡
町
）
の
「
妹
へ
」

の
朗
読
、
一
弦
琴
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
岡
本
弥
太
文
芸
賞
に
は
千
百
十

四
通
の
応
募
が
あ
り
、
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了

後
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
三
席

ま
で
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

  コミュニティ助成事業は、宝くじ事業収入を財源としています。

　赤岡町では平成17年度助成事業で、赤岡小学校の通学路になってい

る弁天通りの防犯灯を整備しました。弁天通りの防犯灯は昭和50年代

に整備したままでつかないものもあり、冬場の下校時に通学路は暗く

なる状態でした。そのため、コミュニティ助成事業で、地域住民と子ど

もたちの安全確保のため防犯灯を９基整備しました。「これからは、明

るい道を通ることができます」と地域の人たちに喜ばれました。

　高知市の「土佐二十四万石博」のオープニングイベン

トとして、３月30日（木）から４月１日（土）の３日間、東

洋町から高知城の約94㎞を歩く「一豊公入国ウオーク

ラリー」が行われました。

　のべ300人が参加したこのイベント、香南市では「夜

須駅」と「のいち駅」からスタートするコースも。ウオー

クを楽しむ人々は、サイクリングロードや国道沿いを

一豊公の足取りをたどって高知城を目指しました。

　
教
室
か
ら
聞
こ
え
る
友
の
声
。
グ
ラ
ン
ド

に
残
し
た
光
る
汗
。
心
の
黒
板
に
は
消
え
な

い
チ
ョ
ー
ク
で
か
か
れ
た
た
く
さ
ん
の
思
い

出
。
泣
い
た
日
。
笑
っ
た
日
。
悔
し
か
っ
た

日
の
帰
り
道
。
恩
師
。
友
達
。
想
い
出
と
希

望
を
胸
に
新
た
に
輝
く
光
の
中
へ
｜
。

　
卒
業
お
め
で
と
う
。

Topics

岡
本
弥
太
文
芸
賞
受
賞
者
　
（
敬
称
略
）

■
一
般
の
部

【
詩
部
門
】　
一
席
　
河
村
始
玄
子
（
吉
川
村
）   

【
短
歌
部
門
】一
席
　
徳
弘  

博
（
野
市
町
）    

【
俳
句
部
門
】一
席
　
石
崎
雅
雄
（
四
万
十
市
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
川
柳
部
門
】一
席
　
冨
士
田
三
郎
（
高
知
市
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

■
小
学
生
の
部

【
詩
部
門
】　
一
席
　
乾
　
亜
寿
華
　 

二
席
　
岡
本
　
聡 

三
席
　
川
口
美
香

【
短
歌
部
門
】一
席
　
高
橋
さ
や
か 

　
二
席
　
平
野
鈴
子 

三
席
　
百
田
裕
貴

【
俳
句
部
門
】一
席
　
久
禮
田
天
恋
沙 

二
席
　
十
萬
達
哉 

三
席
　
植
野
怜
華

【
川
柳
部
門
】一
席
　
吉
村
満
理
菜 

　
二
席
　
松
本
大
志 

三
席
　
野
中
淳
司

■
中
学
生
の
部

【
詩
部
門
】　
一
席
　
曽
我
部
佐
海 

二
席
　
山
本
　
恵 

三
席
　
澤
木
真
菜
美

【
短
歌
部
門
】一
席
　
小
松
春
菜
　 

二
席
　
園
藤
卓
茉 

三
席
　
武
田
奈
緒

【
俳
句
部
門
】一
席
　
坂
本
実
咲
　 

二
席
　
岡
田
　
葵 

三
席
　
小
林
洋
実

二
席
　
山
崎
多
義
（
香
美
市
）

二
席
　
大
石
さ
ち
子
（
香
美
市
）

二
席
　
奥
宮
さ
と
み
（
香
美
市
）

二
席
　
岡
林
京
子
（
高
知
市
） 

三
席
　
島
田
か
ず
（
香
我
美
町
）

三
席
　
松
尾
　
澄
（
香
我
美
町
）

三
席
　
岩
川
味
重
（
香
我
美
町
）

三
席
　
近
森
愛
子
（
香
我
美
町
）

のいち駅からのスタート

吉川支所前でのパネル啓発
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平
成
十
二
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度

と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
要
介
護
者
、
中
で
も
「
要
支
援
」
や
「
要
介
護

１
」
の
軽
度
の
人
が
急
増
し
、
制
度
か
ら
給
付
さ
れ
る
費
用
も
年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。
高
齢

化
社
会
に
向
け
て
、
制
度
を
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
に
は
、
要
介
護
者
を
増
や
さ
な
い
、
重

症
化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
介
護
区
分
『
要
支
援
１
』
と
『
要
支
援
２
』
が
新
設
さ
れ
、
介

護
予
防
給
付
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の

契
約
を
し
、
今
後
の
介
護
予
防
計
画
を
た
て
て
い
き
ま
す
。

  介護予防通所介護などの中で、従来のサービスに加え要支援１・２の人に提供される選択的サービスとして、

新たなプログラムが加わります。利用者の目標に応じて単独で、あるいは複数を組み合わせて利用します。

　理学療法士等の指導により、

ストレッチや有酸素運動、筋力

トレーニングなどを行います。

◎香南市では、介護予防給付の実施は、７月１日です。それまでは、従来通りのサービスが受けられます。

●問い合わせ先　保険医療課　介護保険係　　57－8510

  この制度は、ひとり親家庭に対し生活の安定と福祉の増進を図ることを

目的に、保険適用分の医療費・薬剤費の自己負担分（高額医療費は除く）

を助成する制度です。

　香南市に住所を有する、18歳までの子どもをもつひとり親家庭の親およ

び18歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある児童。

　世帯全員の所得税が非課税　または、世帯の総所得額が200万円以下(平

成18年４月１日現在)

�　

　申請書提出日の翌月の初日（１日）から 直近の６月30日まで

 (毎年の更新が必要です）

※月の途中に転出等で資格喪失となる場合は、その月の月末まで適用と

なります。

(例：10月16日に転出や婚姻した場合→10月31日まで助成を受けられる)

　申請は香南市役所保険医療課（　 57-8510)またはお近くの各支所でお

願いします。

　　　　　　　　　　　　　　 健康保険証（全員の分）・認め印

※世帯員の中に平成17年１月１日以降に転入された方がいる場合は課税

証明書の添付が必要になります。

  現在この制度を受けられているみなさまがお持ちの受給者証（証の色：桃

色）の期限は、平成18年６月30日までです。更新の申請をされる方は、下記

にご留意のうえ手続きをお願いします。

　　　　　　　　　�平成18年５月22日（月）　～　平成18年６月９日（金）

　　　　　　　　　�香南市役所 保険医療課　または　お近くの各支所

　　　　　　　　　�　　　 お持ちの母子家庭医療費受給者証・認め印

　　　　　　　　　　　　　健康保険証（全員の分）

　　世帯全員の所得税が非課税または、世帯の総所得額が200万円以下(平

成18年4月1日現在)

　　申請後、審査し、対象になる方には受給者証をお送りします。《審査→ 

受給者証の送付》を速やかに行うため、上記の期間に手続きを済ませてく

ださい。７月以降に更新の手続きをされた場合は、手続きされた翌月の初

日からの発効となりますので手続きを忘れないよう特に注意してください。

また、申告がお済みでない方は税務課で申告を済ませてください。

ひとり親家庭医療費 (母子・父子家庭医療費)

                         助成制度のご案内

ひとり親家庭医療費 (母子・父子家庭医療費)

助成制度を受けられているみなさまへ
　　　　　　　　　　　更新申請のおしらせ

適用時期

所得制限

申請方法

期　間

場　所

持参するもの

持参するもの

所得制限

対象者

■手続きの場所

■対象者

■乳幼児医療費助成制度を受けら

れている保護者の方へお願い

■持参するもの

香南市役所保険医療課または各支所

■手続きの場所

香南市役所保険医療課または各支所

中度心身障害者または受給者証有効期限が平成

18年６月30日までの方

■手続き期間

６月１日（木）～６月16日（金）

乳幼児の名前の入った健康保険証

認め印

●転入により手続きをされる方のうち、

乳幼児の年齢が１歳以上の方は、児

童手当受給者の課税証明書が必要な

場合があります。

■持参するもの

健康保険証・認め印・身体障害者手帳

又は療育手帳（障害者医療費受給証

と老人医療受給者証をお持ちの方は

その受給者証）

　香南市から転出される際には、必ず

乳幼児医療費受給者証を返却してくだ

さい。また、有効期限が切れた受給者

証も返却してください。

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

平成18年４月１日から
●要介護状態区分が要支援１・２、要介護１～５の７段階になります

 要介護１

 要介護２

 要介護３

 要介護４

 要介護５

要支援１

 要支援２

 非該当

介護保険の介護サービス（介護給付）

　日常生活で介護を必要とする度合いの高い人で、

生活の維持・改善を図るためのさまざまな介護サ

ービスです。

介護保険の介護予防サービス（介護予防給付）

　介護保険の対象者ですが、要介護状態が軽く心

身機能の改善の可能性が高い人などが、受けるサ

ービスです。

　介護保険の対象者ですが、要介護状態が軽く心身

機能の改善の可能性が高い人などが、受けるサービ

スです。

市町村が行う介護予防サービス（地域支援事業）

地域包括支援センター

●新たなプログラムが加わります

利
用
の

手
続
き
は

ご
相
談
は

利
用
の
手
続
き
は
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
へ

運動器の機能向上

　管理栄養士が、低栄養を予防

するための食べ方や、食事作り

や食材購入方法の指導、情報提

供などを行います。

　歯科衛生士や言語聴覚士等が、

歯磨きや義歯の手入れ法の指導

や摂食・えん下機能を向上させる

訓練などを行います。

口腔機能の向上栄養改善

地域包括支援センターができました地域包括支援センターができました
　４月から各町村にあった在宅介護支援センターを廃止し、新たに香南市とし

て保険医療課に「地域包括支援センター」を設置しました。

　「介護予防ケアマネジメント業務」や「高齢者の総合相談」、「高齢者の権利

擁護や虐待に関する相談・支援」、「地域で活動するケアマネジャーの支援業

務」を行います。お気軽にご利用ください！

●連絡先　保険医療課　地域包括支援センター係　　　57－8511

地域包括支援センターができました

■医療費助成制度のご案内■

保険証

忘れない
　  でね！

　
香
南
市
で
は
、
市
内
に
住
所
を

有
す
る
乳
幼
児
【
０
歳(

出
生)

～

６
歳(

小
学
校
入
学
前
の
３
月
末)

ま
で
】
に
対
し
保
険
適
用
分
の
医

療
費
・
薬
剤
費
の
自
己
負
担
（
高

額
医
療
費
は
除
く
）
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
申
請
が
お
済
み
で
な
い

乳
幼
児
の
保
護

者
の
方
は
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　この制度は、重度心身障害者・中度心

身障害者の保健の向上と福祉の増進を

図ることを目的に保険適応分の医療費・

薬剤費を助成する制度です。

乳幼児医療費助成制度

障害者福祉医療費助成制度

●すべての問い合わせ先　保険医療課　福祉医療係　　　57-8510

（高齢者総合相談窓口）



の として

私
たち

香南市

立派に生まれ変わりた～
い！

　おつとめが終わった私たち、

おひまを出されたそのあとも

どこかでお役にたちたいの・・・。

へぇ～！私たちも

　香南市のゴミになったんだ！

　　　　　　　　　前月比

　男　　　8,631　（＋ 4）

　女　　　9,314　（＋20）

　計 　　17,954　（＋24）

世帯数　　6,728　（＋14）

　出生　18 　死亡　13

　転入  63 　転出　44

＜平成17年12月末日現在＞

『
ぼ
う
ふ
ら
が 

人
を
刺
す
よ
な
蚊
に
な
る
ま
で
は 

泥
水
飲
み

飲
み 

浮
き
沈
み
』
　
一
日
ご
と
に
暖
か
く
な
り
、
戸
外
が
気

持
ち
の
良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
耳
障
り
な
あ

の
羽
音
、
不
愉
快
な
か
ゆ
み
、

種　類 項　目

燃えるゴミ

金属類

ビン類

ペットボトル

紙・布類

粗大ごみ

町 別 の 変 更 内 容

出し方

収集日

プラスティック製容器包装

収集日 毎週月・木曜日 変更なし 変更なし 変更なし

毎月第１金曜日
資源ごみ指定袋で

当日８時までに

当日８時までに

当日８時までに

当日８時までに

当日８時までに

変更なし 変更なし

変更なし変更なし

変更なし

変更なし

化粧ビン・耐熱性ビン・ガラス製品・陶磁器類 　　　　　　　　

毎月第４金曜日

収集日

収集日

出し方

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

毎月第２・４土曜日
毎月第２・４日曜日 毎月第１・３金曜日 毎月第２・４火曜日

（羽尾は第１月曜日）

品目・出し方
(追加・変更）

 紙くず・衣類

毛布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひもで十字にしばる

赤岡町 香我美町 野市町 夜須町 吉川町

肥料袋や米の空き袋など破れにくい袋では出せません。

町 別 の 変 更 内 容

有害ごみ 電池・電球・蛍光灯・鏡・温度計など 　　　　　　　　　　　　　　　　　  粗大ごみへ

出し方

品　目

事前に本庁の自動発券機・各支所の窓口で処理手数料券を購入

粗大ごみへ

地域で決められた受け入れ場所へ

10㌻

９㌻

８㌻

７㌻

６㌻

５㌻

４㌻

 ごみ冊子
参照ページ

■ごみは、決められた収集当日の朝８時までに出してください。

■使用できるごみ袋は、『指定ごみ袋』のみです。肥料袋や米の空き袋などの袋は使えません。

　

■『旧町村の指定ごみ袋』は、在庫がなくなるまで使えます。

家電製品・金属類・木製品・プラスティック類・布製品 ガラス類陶磁器類・水銀含有物・電球など

地 区

赤岡町

野市町

香我美町

夜須町

吉川町

受け入れ施設 受入日・受け入れ時間

野市町西佐古一般廃棄物処分場

赤岡地域一時保管施設
毎月第２日曜日から始まる日・月曜日

毎月第３土曜日から始まる土・日・月曜日

毎月第１土曜日から始まる土・日曜日

毎月第２日曜日から始まる日・月曜日

（有）香南企業駐車場

吉川地域一時保管施設

７：30～12:30

８：30～12:30

８：30～12:30

８：30～12:30

　種類別のごみの品目は、『香南市ごみ冊子』に詳しく載せています。ごみを出す前
にはよく確認しましょう。合併前に各ご家庭に郵送させていただきましたが、必要な
方は環境対策課又は各支所にありますので、とりにお越しください。

（エアコン、テレビ、洗濯機、冷蔵庫・冷凍庫を除く）

受入
場所

居住地区ごとに受入施設が決まっています。
地区以外の施設へは持ち込みができません

資源ごみ指定袋で

■ごみは、必ず地域で決められたステーションに出してください。

手続き

 利用
できる方

 処理
手数料

・香南市に住所を有する方
・香南市に住所を有する方から委任を受けた親族

・処理手数料は、受入施設へ持ち込む『ごみ』を
　掲載する『乗り物』１台についての手数料です。

・乗り物の種類によって金額が違います。

（委任状が必要）

▲ 自動券売機

本庁の市民室に
あります。

■赤岡小学校■野市小学校

■野市東小学校■吉川小学校

■香我美中学校

　アルミ缶回収に
　　　ご協力ください！

　下記の学校では、アルミ缶を
集め、車いすを施設に贈る活動
をしています。ご協力よろしく
お願いします。

kankyou@city.kochi-konan.lg.jp
57-8508 FAX　56-0576

香南市環境対策課

※３、４、12月は8:30～16:00

変更なし

資源

■海岸沿いや山などにごみの不法投棄が見られます。

　不法投棄は、５年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金又はこの両方が科せられます。

　ごみは、決められたルールに従い適切に処理をお願いします。

10㌻

自転車・石油ストーブなど資源ごみ指定袋に入らない金属類

（１部第４日曜日のみ）

粗大ごみへ

香
南
市

（シュレッダーは、再利用ができないので使用しないようにしてください）

広報こうなん 2006.5(19) 広報こうなん 2006.5 (18)

あ
な
た
の
ご
み
は
大
丈
夫
？

　
香
南
市
に
な
っ
て
２
カ
月
　
　
。

『
香
南
市
の
ご
み
』
は
家
庭
や
職
場

か
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　ごみの出し方が香南市として統一され、

『香南市ごみ冊子』でお知らせしまし

たが、変更になった点もありとまどっ

たり、不便に感じた皆さんがいらっし

ゃると思います。合併後、環境対策課

への問い合わせが多かったのが、『ご

み袋』のことや粗大ごみの処理手数料

についてでした。合併後の各町の主な

変更点と粗大ごみのことについて、お

知らせします。

　皆さんのご協力とご理解で、環境に

やさしい香南市に！

守りましょう！

本庁または、支所で ができます。

自 動 券 売 機
8:30～17:15　（休日も可）

8:30～17:15　（平日のみ）

『車検証』
 を 提 示

手数料券
発　　行　　

提示：身元証明書
　　　車検証
提出：手数料券

提示：身元証明書
　　　
提出：手数料券

粗大ごみ
受入施設

現金の取扱は

しません

搬
入

金融機関
・出納係へ支払い

●本庁

●支所

手数料券に記入
《搬入者の住所・氏名》



　

お知らせ
information

　

募

集

　

    nformationi

県
営
住
宅
入
居
者
募
集 

 
 

　

　
県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
今
回
香
南
市
内
で
募
集
を

行
う
団
地
は
、
吉
川
団
地
（
２
戸
）

の
１
団
地
で
す
。
入
居
申
込
資
格

な
ど
は
「
募
集
案
内
」
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
募
集
案
内
配
布
　
５
月
１
日（
月
）

～
19
日
（
金
） 

■
配
布
場
所
　
香

南
市
役
所
及
び
各
支
所
、
県
庁
１

階
募
集
要
項
コ
ー
ナ
ー
、
高
知
県

住
宅
供
給
公
社
、
高
知
市
内
の
各

市
民
会
館
及
び
南
国
市
・
香
美
市

等
の
各
市
町
村
役
場
　
■
受
付

場
所
　
ト
ッ
プ
ワ
ン
四
国
１
階

ホ
ー
ル
　
高
知
市
九
反
田
四
番

一
〇
　
■
問
い
合
わ
せ
先
　
高

知
県
住
宅
供
給
公
社
高
知
市
九

反
田
四
番
一
〇
ノ
四
〇
一
号
（
ト

ッ
プ
ワ
ン
四
国
４
階
）
　
　
０
８

８-

８
８
３-

０
３
４
４

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
指
導
者
講
習
会

　
操
船
が
比
較
的
に
簡
単
な
シ
ー

ト
オ
ン
タ
イ
プ
の
シ
ー
カ
ヌ
ー

を
使
っ
て
、操
作
や
自
力
レ
ス
キ
ュ
ー

法
を
体
験
し
、
そ
の
技
術
や
指
導

方
法
を
身
に
つ
け
ま
す
。
併
せ
て
、

安
全
の
意
識
と
確
保
、
自
然
や
教

育
的
効
果
に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
。

　
カ
ヌ
ー
や
野
外
活
動
に
関
心

の
あ
る
人
や
社
会
教
育
施
設
の

職
員
、
当
施
設
利
用
の
学
校
職
員

の
人
、ま
た
こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
お
考
え
の
人
を
対
象
と
し

て
募
集
し
ま
す
。

■
日
時
　
５
月
28
日
（
日
）
　
※
荒

天
の
場
合
の
中
止
が
あ
り
ま
す
　

午
前

９
時
20
分
～
午
後
４
時
30
分
　

■
場
所
　
シ
ー
ス
ポ
（
夜
須
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
艇
庫
）
　
■

参
加
費
　
一
般
…
千
円
　
高
校
・

大
学
生
…
七
百
円
　
当
会
員
…

五
百
円
　
（
共
に
保
険
料
を
含
み

ま
す
）
　
■
対
象
者
　
高
校
生
以

上
で
健
康
な
方
　
■
募
集
人
員

30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
締
め
切
り
　
５
月
19
日
（
金
）

■
申
込
み
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｙ

Ａ
Ｓ
Ｕ
海
の
駅
ク
ラ
ブ
　
香
南

市
夜
須
町
千
切
五
三
六
ノ
一
九

　
　
57-

１
８
５
５

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
テ
ニ
ス
大
会

■
日
時
　
５
月
28
日
（
日
）
　
午

前
９
時
（
小
雨
決
行
） 

 

■
場
所 

香
我
美
オ
レ
ン
ジ
テ
ニ
ス
場
・
ル

ネ
サ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
テ
ニ
ス
コ-

ト 

■
ク
ラ
ス
　
初
級
・
中
級
・
上

級
（
あ
わ
せ
て
30
ペ
ア
）
　
■
参

加
資
格
　
ペ
ア
の
内
、
一
人
以
上

が
香
南
市
在
住
・
在
勤
者
　
■
参

加
費
　
か
が
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
会
員
及
び
香
我
美
体
育
協
会

所
属
者
…
ペ
ア
で
二
千
円
　
上

記
以
外
…
ペ
ア
で
三
千
円
（
５
月
22

日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
、
準

備
の
都
合
上
参
加
費
を
い
た
だ
き
ま
す
） 

■
締
め
切
り
　
５
月
19
日
（
金
）

■
申
込
み
先
　
か
が
み
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
香
我
美
市

民
館
内
）
　
55-

２
１
４
３

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　 

参
加
者
募
集

■
日
程
　
６
月
４
日
（
日
）（
雨
天

中
止
）
　
■
コ
ー
ス
　
庄
谷
相
～

塩
ヶ
峰
神
社
（
昼
食
）
７
km
　
■

集
合
場
所
　
香
我
美
市
民
館
集

合
（
午
前
８
時
）
　
■
バ
ス
送
迎

文
代
峠
（
ス
タ
ー
ト
地
点
）
へ
バ

ス
で
移
動
　
■
参
加
費
　
か
が

み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
…
千

円
　
未
会
員
…
千
五
百
円
　
■

昼
食
　
地
元
の
お
い
し
い
料
理
。

水
筒
、
軽
食
持
参
を
お
勧
め
し
ま

す
。
■
連
絡
事
項
　
小
学
生
以
下

の
参
加
は
保
護
者
同
伴
で
お
願

い
し
ま
す
。
　
■
締
め
切
り
　
５

月
19
日
（
金
）（
先
着
40
人
）
　
■

申
込
み
先
　
か
が
み
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
香
我
美
市
民

館
内
）
　
　
55-

２
１
４
３

香
南
市
体
育
団
体
の
登
録
募
集
！

　
香
南
市
教
育
委
員
会
で
は
市

内
体
育
団
体
の
登
録
を
受
付
し

て
い
ま
す
。

登
録
す
る
と
、

①
香
南
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
優

先
的
に
利
用
で
き
ま
す
。

②
県
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
大
会
等
参
加
に
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

③
種
目
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
大

会
等
行
事
の
お
知
ら
せ
を
い
た

し
ま
す
。

　
ま
だ
登
録
手
続
き
が
お
済
み

で
な
い
団
体
は
、
登
録
を
し
ま
せ

ん
か
。

■
登
録
の
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
　
香
南
市
教
育
委
員
会
　
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
夜

須
庁
舎
２
Ｆ
） 

　
57-

７
５
２
３

香
南
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　 

民
謡
体
操
教
室

　
高
齢
者
の
健
康
と
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
目
指
し
て
、
講
師
指
導
の

も
と
民
謡
を
主
体
と
し
た
音
楽

で
体
操
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
に
な

じ
み
の
あ
る
民
謡
で
す
の
で
楽

し
く
体
が
動
か
せ
ま
す
。
場
所
は

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

実
施
い
た
し
ま
す
が
、
今
後
は
各

地
区
で
も
実
施
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
60

歳
以
上
で
香
南
市
の
高
齢
者
ク

ラ
ブ
会
員
の
方
で
し
た
ら
ど
な

た
で
も
入
会
出
来
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
活
動
日
時
　
毎
週
第
１
・
第
３

土
曜
日
　
午
前
10
時
～
11
時
30

分
　
■
会
費
　
月
…
五
百
円
（
予

定
）
　
■
申
込
み
先
　
香
南
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
民
謡
体
操
教
室

担
当
野
口
）
ま
で
　 

56-

１
１
４

８
　�

香
南
市
野
市
町

 

高
齢
者
ク
ラ
ブ
カ
ラ
オ
ケ
教
室

　
野
市
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
は「
高

齢
者
ク
ラ
ブ
カ
ラ
オ
ケ
教
室
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
の
い
ち
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
講
師
の
指
導
で

初
心
者
を
対
象
に
楽
し
く
練
習

を
行
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
に
関
心

の
あ
る
方
（
初
心
者
歓
迎
）
是
非

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

■
活
動
日
時
　
毎
月
第
１
・
第
２
・

第
３
・
第
４
金
曜
日
　
午
後
１
時

～
４
時
　
■
場
所
　
の
い
ち
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
■
会
費
　

月
…
千
五
百
円
　
■
申
込
み
先

野
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
芸
能
部
担

当
森
下
ま
で
　
　
56-

１
０
８
８

【開催日】５月27日（土）・28日（日）２日間（荒

天中止）

【場所】シースポ（夜須町マリンスポーツ

施設）

【対象者】小･中･高等学校教師

【費用】2,000円（２日分の保険代等を含む）

【定員】30名

【申込締切】５月22日（月）（定員になり次

第締め切りとさせていただきます）

【申込み先】香南市教育委員会内　高知県

セーリング連盟事務局　井土晴喜  57‐

７５２３

教職員セーリング
指導員養成講習会

　教職員のみなさん！セーリング体験し

てみませんか？今までヨットを体験した

ことのない教職員の皆さまに、ヨットの

楽しさ、安全性を体験していただくことを

目的に開催します。

■植木鉢受け皿

■軒下の放置容器や
汲み置き水

■水が抜けなくなった
鉢やプランター

■資材などの雨よけ
シートのたるみ

・汲み置き水からの発生が
大変多い。１週間に１回は
水を交換を。

・戸外に置く容器は水が溜
まらないよう伏せて置く。

・土が古く硬くなっていて水
が浸透しなくなっています。
土を入れ替えて新しい植物を！

※大きな汲み置き容器には、ボウフラをえさにするメダカや
金魚を飼いましょう。
　　　　　　　　　　　　　

・草むらや植え込みの中に
多い古タイヤとポイ捨て缶
やビン。少しでも水が溜ま
ると蚊の発生源になります。

←

蚊

mosquito
　
蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
と
し
て
代
表
的
な
も
の
に
、
マ

ラ
リ
ア
、
西
ナ
イ
ル
脳
炎
（
熱
）
、
デ
ン
グ
熱
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
犬
の
伝
染
病
と
し
て
致
命
的
に
も
な
る
フ
ィ
ラ

リ
ア
は
犬
だ
け
に
感
染
す
る
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
猫

や
、
ウ
サ
ギ
科
や
ネ
ズ
ミ
科
な
ど
十
数
科
の
動
物
に
感
染

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
中
に
は

「
ヒ
ト
科
」
も
含
ま
れ
、
ズ
ー
ノ
ー
シ
ス
（
人
獣
共
通
感

染
症
）
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
感
染
例
は
少
な
く
国

内
で
は
今
ま
で
に
百
例
程
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
す

る
と
手
足
が
ま
る
で
象
の
よ
う
に
大
き
く
腫
れ
、
表
面
が

ざ
ら
ざ
ら
と
な
る
象
皮
病
を
引
き
起
こ
し
た
り
肺
梗
塞
を

起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
や
都
市
部
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
な

ど
に
よ
っ
て
、
感
染
症
を
媒
介
す
る
蚊
の
生
息
域
や
生
息

時
期
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
蚊
の
発
生
源
を
絶
つ
こ
と
が
、

感
染
を
な
く
す
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

　

蚊 の季節が来る前に

毎年、蚊に悩まされているというお宅があるそうです。

　日ごとに暖かくなり、戸外が気持ちの良い季節　　　。ところがそん
な時、耳障りなあの羽音、刺されると不愉快なかゆみ、屋内外で蚊に悩
まされる季節の到来！刺されるとかゆいだけでなく、蚊は感染症を媒介します。

　
毎
年
、
蚊
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
い
う
場
合
は
、
発
生

源
が
近
く
に
あ
る
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
蚊
は
、
卵
か
ら
三
日
で
ボ
ウ
フ
ラ
に
な
り
一
～
二
週
間

で
成
虫
に
。
成
虫
に
な
っ
て
か
ら
は
、
一
カ
月
ほ
ど
生
息

し
ま
す
。

　
成
虫
に
な
っ
て
か
ら
殺
虫
剤
な
ど
で
退
治
す
る
よ
り
、

幼
虫
の
ボ
ウ
フ
ラ
の
わ
く
水
を
な
く
す
方
が
ず
っ
と
効
果

的
で
す
。
水
中
で
生
息
す
る
そ
の
一
～
二
週
間
が
勝
負
で

す
！
そ
し
て
何
よ
り
、
不
要
な
水
溜
ま
り
を
作
ら
な
い
こ

と
。
水
の
流
れ
が
悪
い
水
路
な
ど
は
地
域
で
声
を
掛
け
合
っ

て
落
ち
葉
や
泥
を
除
く
な
ど
み
ん
な
で
協
力
し
て
気
持
ち

良
く
季
節
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　　
家
の
ま
わ
り
や
庭
先
、
地
域
を
見
回
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
思
い
当
た
る
よ
う
な
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　

こんなところが蚊の発生源！
まわりを見まわして発生源の除去や改善を！

・水たまりになるシートの
たるみを作らないよう気を
付けましょう。

・室内の観葉植物の鉢の受け皿や、水差しの中など少量の水でも
ボウフラは生息可能です。

・受け皿に水を溜めない。
・溜まっていた水を交換する
時は、受け皿に卵やボウフラ
が付着していることがあるの
で清掃を！

■放置古タイヤ・
ポイ捨て空き缶など

蚊の発生源を絶ちましょう

　写真はすべて香南市内です。
中をのぞいてみてびっくり。早くもたくさんの
ボウフラが！　　　　　　　４／９（日）撮影
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    nformationi   informatio

　

健

康

　

n

　
イ
ベ
ン
ト

　

年

金
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※
２

※
１

　食品衛生法が改正され、農産物の安全性をより

向上させるために５月29日から「ポジティブリス

ト制度」が導入されます。

　これまで残留農薬基準がなかった農薬に対して

も、0.01ppm（１億分の１）という低い数値が一律基

準として設定されます。この基準値をオーバーし

てしまうとその生産物は出荷停止・回収などの対

応が求められるます。この基準は非常に低いため、

まわりの畑から農薬が飛散してきてもオーバーし

てしまう場合があります。そのため、農薬を散布す

る場合には周辺に飛び散らないように注意が必要

です。　

◇農薬使用時の注意

　①農薬の使用基準を守る。

　②飛散しにくいものを選ぶ。（粒剤等）

　③散布器具の洗浄をしっかりとする。

　④隣接の作物に飛散しないように注意する。

　⑤隣近所との連絡をまめにとる。

◇農薬の飛散を予防するために

　①風のあるときは散布しない。

　②できるだけ作物の近くで散布する。

　③散布機の圧力は強くしない。

　④適量以上に散布しない。　

　⑤遮へいシートや網目ネットを設置する。

◇問い合わせ先　

中央東農業振興センター　農業改良普及課

                              53-３０３９

農作物の残留農薬の規制が

５月29日から強化されます！

香
南
市
野
市
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　 

日
本
舞
踊
教
室

　
野
市
町
で
は「
日
本
舞
踊
教
室
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
全
く
の
初

心
者
の
方
を
対
象
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
基
本
か
ら
始
め
て
簡

単
な
曲
で
楽
し
く
気
軽
に
練
習

で
き
ま
す
。
香
南
市
の
高
齢
者
ク

ラ
ブ
の
会
員
で
し
た
ら
ど
な
た

で
も
入
会
で
き
ま
す
の
で
是
非

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
活
動
日
時
　
毎
月
第
１
・
第
３

土
曜
日
　
午
後
１
～
３
時
　
■

場
所
　
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
　
■
会
費
　
月
…
千
円
　

■
申
込
み
先
　
野
市
高
齢
者
ク

ラ
ブ
芸
能
部
担
当
森
下
ま
で
　

　
56-

１
０
８
８

や
っ
ぱ
り
！
夜
須
は
演
芸
会

　
　
　
　
　
　
　
　 

２
０
０
６

　
「
帰
っ
て
き
た
演
芸
会
」「
今
年

も
や
る
で
ェ
演
芸
会
」
に
続
く
第

３
弾
の
「
演
芸
会
」
を
公
演
い
た

し
ま
す
。
夜
須
町
の
有
志
が
集
ま
っ

て
繰
り
広
げ
る
、
笑
い
と
涙
と
感

動
、
見
る
人
た
ち
に
元
気
を
与
え

る
演
芸
会
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
■
日
時 

６
月
４
日
（
日
）
　
午

後
６
時
30
分
～
９
時 

■
場
所
　

夜
須
中
央
公
民
館
マ
リ
ン
ホ
ー

ル
　
■
入
場
料 

五
百
円
　
■
主

な
催
し
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
・
劇
・

歌
謡
シ
ョ
ー
・
コ
ン
ト
等
　
■
問

い
合
わ
せ
先
　
夜
須
中
央
公
民

館
　
　
54-

２
１
２
１
　

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
機
能
回
復
訓
練
室
」

　
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
や
エ
ア
ロ

バ
イ
ク
等
、
室
内
の
運
動
器
具
を

使
っ
て
、
健
康
づ
く
り
の
場
と
し

て
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
ご
利
用
日
時
　
月
～
金
曜（
祝
・

祭
日
除
く
）
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
　
※
教
室
日
・
検
診
日
な
ど

を
除
く
（
入
り
口
扉
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

■
対
象
者
　
香
南
市
内
在
住
・
在

勤
の
18
歳
以
上
の
方
　
■
申
込

み
　
申
込
み
は
不
要
で
す
が
、
ご

利
用
の
際
に
は
機
能
回
復
訓
練

室
カ
ウ
ン
タ
ー
の「
利
用
者
名
簿
」

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
　
■
料
金

無
料
　
■
注
意
事
項
　
①
ご
利

用
中
に
生
じ
た
事
故
等
に
つ
い

て
は
責
任
を
も
て
ま
せ
ん
の
で
、

十
分
ご
注
意
の
上
、
け
が
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
　
②
室

内
で
の
飲
食
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

③
室
内
で
の
紛
失
・
盗
難
に
つ
い

て
は
個
人
責
任
と
な
り
ま
す
。

④
18
歳
未
満
の
方
の
入
室
は
ご

遠
慮
願
い
ま
す
。
　
■
問
い
合
わ

せ
先
　
香
南
市
役
所
健
康
対
策

課
　
保
健
衛
生
係
　
　
57-

７
５

１
６

学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
在

学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険
料

を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
、
障
害

基
礎
年
金
等
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
の
承
認
を
受

け
た
期
間
は
未
納
の
取
扱
い
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
万
が
一
の

と
き
に
も
安
心
で
す
。

■
対
象
者
　
大
学
（
大
学
院
）
、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
等
に
在
学
す
る

二
十
歳
以
上
の
学
生
で
、
学
生
本

人
の
前
年
の
所
得
が
百
十
八
万

円
以
下
の
方

※
１
…
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通

信
制
課
程
も
含
ま
れ
ま
す
。

※
２
…
扶
養
親
族
等
が
い
る
場

合
や
社
会
保
険
料
控
除
等
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
数
や
金
額
に
応

じ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

■
承
認
期
間
　
平
成
18
年
４
月

か
ら
平
成
19
年
３
月
ま
で

　
承
認
を
受
け
た
期
間
は
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
（
25
年
以
上
納
付
）
に
も
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
（
追
納
）
で

き
ま
す
の
で
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め

に
も
、
卒
業
し
た
ら
追
納
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
承
認
を
受
け
た
年
度
の
翌
々

年
度
を
超
え
て
追
納
す
る
場
合

に
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の

加
算
額
が
か
か
り
ま
す
。

■
申
請
手
続
き
　
市
役
所
国
民

年
金
担
当
窓
口
に
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い

　
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。
（前

年
度
に
承
認
を
受
け
て
い
た
方
も
、

引
き
続
き
学
生
の
場
合
は
再
度
申

請
が
必
要
で
す
）
　

　
申
請
が
遅
く
な
る
と
、
万
が
一

の
時
に
障
害
基
礎
年
金
等
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の
　
年
金

手
帳
、
学
生
証
の
写
し
、
ま
た
は

在
学
証
明
書
、
印
鑑
（
本
人
署
名

の
場
合
は
不
要
）
な
ど

◎
学
生
以
外
の
方
に
は
、「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」
や
「
申
請
免

除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
南
国
社
会
保
険
事
務
所
（
　
０

８
８-

８
６
４-

１
１
１
１
）
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

胸部レントゲン検診（結核検診・肺がん検診）

◆結核検診　対象者：65歳以上　料金：無料�   

◆肺がん検診　対象者：40～65歳未満　料金：200円�   

◇日時・場所�   

日程 受付時間 健診場所

５/22

(月)

５/23

(火)

５/24

(水)

５/26

(金)

 9：00～ 9：20

 9：40～10：10

10：20～11：00

11：10～11：40

13：30～14：20

14：30～15：30

15：40～16：20

 9：00～10：00

10：10～10：30

10：40～11：00

11：10～11：50

13：30～15：10

15：20～16：30

 9：00～ 9：40

10：00～11：30

13：00～14：40

15：00～16：00

羽尾老人憩いの家前

国光集会所前

夜須川公会堂前

添地山崎晃一様宅前

備後広末商店前

夜須幼稚園前

馬越住宅前

大峰の里保健センター前

千切老人憩いの家前

出口灯明台前

浜宮様前

手結山老人憩いの家前

手結簡易郵便局前

給食センター

山南公民館

岸本集会所

徳王子公民館

 9：30～10：10

10：30～11：30

13：00～14：40

東川公民館

西川公民館

山北公民館

夜
　
須
　
町

香
我
美
町

子宮がん検診

対象者：20歳以上の女性　料金：900円�   

◇日時　5月21日(日)　午前9:00～11:00・午後1:00～2:00    

　　　　5月30日(火)　午前9:00～11:00・午後1:00～2:00    

◇場所　のいちふれあいセンター�   

＊この検診は2年に1回（隔年)の検診です。平成17年度受診されて

いる方は受診できません。�   

乳がん（マンモグラフィ）検診

対象者：40歳以上の女性　料金：900円�【完全予約制】   

〔赤岡町〕　　◇日時　5月22日(月）　

　　　　　　　　　　午前9:00～11:30・午後1:00～3:30 

　　　　　　◇場所　赤岡保健センター�   

〔香我美町〕　◇日時　6月5日(月)・6日（火)　

　　　　　　　　　　午前9:00～11:30・午後1:00～3:00    

　　　　　　◇場所　香我美保健福祉センター�   

〔夜須町〕　　◇日時　6月16日(金)・29日（木)・30日（金)

　　　　　　　　　　午前9:00～11:30・午後1:00～3:00

　　　　　  ◇場所  夜須大峰の里   

＊この検診は2年に1回（隔年)の検診です。平成17年度受診されて

いる方は受診できません。�   

■生活保護世帯の方は無料になります。当日、受付でお申し

出下さい。�   

◆問い合わせ　

　香南市役所健康対策課　保健衛生係　 57-７５１６�   

香南警察署からのお知らせ

訪問活動を
 ご存じですか？

 香南警察署に高齢者アド

バイザーとして勤務しており

ます『谷間由美』と申します。高知県下の警

察署には、高齢者の交通事故防止のために、

「高齢者アドバイザー」が配属されています。

各高齢者のお宅を訪問し、お一人お一人の

日頃の行動パターンなどをお伺いしながら、

身近な交通事故を防ごうと、呼びかけを行っ

ています。突然の訪問に驚かれる方が多く申

し訳ありませんが、少しでも交通安全意識の

向上につながれば幸いです。

　今後とも、皆様のご理解、ご協力をよろしく

お願い申し上げます。

■連絡先　香南警察署　��55‐０１１０

農薬の飛散に注意！農薬の飛散に注意！
　
  農

地や菜園で農薬を使われる皆さまへ

 平成18年４月１日から支給対象年齢が、小学校

３年生までから小学校６年生までに拡大され、併

せて所得制限が引き上げられました。

平成18年度に小学４年生の児童がいる保護者

・児童手当を受給していた保護者→手続不要

平成18年度に小学校５年生または６年生の児童がいる保護者

・児童手当を受給していた保護者

　　　　　　　　　　　　　　→手続必要（額改定認定請求）

・児童手当を受給していない保護者

　　　　　　　　　　　　　　→手続必要（認定請求）

　所得制限の引き上げにより、新たに児童手当を

受給できる場合がありますので、詳しくは保険医

療課へお問い合わせください。

■問い合わせ　保険医療課　　　57-８５１０

児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

平成18年4月1日から
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　　　　　　　　　前月比

　男　　　8,631　（＋ 4）

　女　　　9,314　（＋20）

　計 　　17,954　（＋24）

世帯数　　6,728　（＋14）

　出生　18 　死亡　13

　転入  63 　転出　44

＜平成17年12月末日現在＞

まちのデータ
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～
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人口のうごき

『
ぼ
う
ふ
ら
が 

人
を
刺
す
よ
な
蚊
に
な
る
ま
で
は 

泥
水
飲
み

飲
み 

浮
き
沈
み
』
　
一
日
ご
と
に
暖
か
く
な
り
、
戸
外
が
気

持
ち
の
良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
耳
障
り
な
あ

の
羽
音
、
不
愉
快
な
か
ゆ
み
、k

o
u
h
o
u
@
c
i
t
y
.
k
o
c
h
i
-

k
o
n
a
n
.
l
g
.
j
p

「
蚊
」
（
か
）
の
右
側
が
「
文

」
な
の
は
、
「
ブ
ー
ン
」
と
な

く
か
ら
。

「
猫
」(

ね
こ
）
の
右
側
が
「
苗

」
な
の
は
「
ミ
ョ
ウ
」
と
鳴
く

こ
と
か
ら
。

「
鴉
」
（
か
ら
す
）
の
左
側
が

「
牙
」
な
の
は
「
ガ
ー
」
と
鳴

く
こ
と
か
ら
。

「
鳩
」
（
は
と
）
の
左
側
が
「

九
」
な
の
は
「
キ
ュ
ー
」
と
鳴

く
こ
と
か
ら
。

も
し
発
生
源
が
室
内
で
あ
れ
ば
、
観

葉
植
物
の
鉢
の
受
け
皿
や
、
水
差
し

の
中
と
い
っ
た
ち
ょ
っ
と
し
た
水
で

も
ボ
ウ
フ
ラ
は
生
息
可
能
で
す
。
ま

た
、
チ
カ
イ
エ
カ
と
い
う
蚊
は
初
冬

で
も
ま
だ
活
動
し
て
い
る
そ
う
で
す

　県立のいち動物公園は平成７年に香南市野市町大谷に開園。
97種類1549の動物たちが、来園者を楽しませてくれます。
私たちのまちの動物園に住んでいる動物たちを飼育員さんたち
から楽しいお話で紹介していきます。
　　　　　　　　　

香我美図書館 55-0022

野市図書館 56-3434

　
市
の
収
入
と
支
出
、
現
金
出
納

事
務
、
決
算
事
務
な
ど
を
行
っ
て

い
る
『
香
南
市
の
台
所
』
と
し
て

の
出
納
室
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
納
め
ら
れ

た
税
金
や
水
道
料
、
国
・
県
か
ら

の
補
助
金
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
公

金
を
受
入
れ
、
ま
た
一
方
で
は
、

香
南
市
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
支

出
を
審
査
し
、
遅
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
支
払
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

出
納
室
で
管
理
し
て
い
る
公
金
を

金
融
機
関
に
適
正
に
保
管
し
安
全

で
効
率
的
な
資
金
の
運
用
を
し
て

い
ま
す
。

　
職
員
一
同
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

身
近
な
お
付
き
合
い
が
で
き
る
出

納
室
を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
。

　出納室は、現在、収入
役が不在のため職員４名
で出納業務に当たってい
ます。窓口には、香南市
の指定金融機関・四国銀
行の方が応援に来てくれ
ています。

県立のいち動物公園発 動物のおはなしアメリカビーバーの巻
 

　
　
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
茶
色
い
体
に
ウ
ロ
コ
状
の
平

ら
な
し
っ
ぽ
。
今
回
は
、
と
て
も
不
思
議
な
体
を
し

た
ビ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ビ
ー
バ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
ビ
ー
バ
ー
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ビ
ー
バ
ー
の
２
種
に
分
け
ら
れ
、
の
い
ち
動
物
公
園

で
は
ア
メ
リ
カ
ビ
ー
バ
ー
を
３
頭
飼
育
し
て
い
ま
す
。

名
前
は
オ
ス
の
サ
ッ
プ
、
メ
ス
の
カ
エ
ナ
と
ア
ム
リ
ア

で
す
。
ア
ム
リ
ア
は
歳
の
せ
い
で
寒
さ
に
弱
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
こ
の
冬
は
サ
ッ
プ
と
カ
エ
ナ
の
ペ
ア
が
毎

日
展
示
場
に
出
て
い
ま
す
。
夜
行
性
の
た
め
日
中

は
寝
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
午
後
１
時
過

ぎ
の
餌
の
時
間
が
近
づ
く
と
食
い
し
ん
坊
の
カ
エ

ナ
は
待
ち
き
れ
ず
、
餌
を
探
し
て
あ
ち
こ
ち
の
臭
い

を
嗅
い
で
回
り
ま
す
。21
㎏
ほ
ど
も
あ
る
ず
ん
ぐ
り

し
た
体
で
尾
を
引
き
ず
っ
て
歩
く
姿
は
お
世
辞
に

も
機
敏
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
水
の
中
で
は
別
人

で
す
。
水
か
き
の
あ
る
後
ろ
足
で
水
を
か
き
、
尾
を

上
下
に
動
か
す
こ
と
で
前
に
進
み
、
左
右
に
動
か

す
こ
と
で
方
向
転
換
し
ま
す
。
時
に
は
水
面
を

叩
き
、
「
ビ
シ
ャ
ン
」
と
大
き
な
音
を
立
て
て
潜
る

こ
と
も
。こ
う
し
て
危
険
が
近
づ
い
た
こ
と
を
仲
間

に
知
ら
せ
た
り
、
敵
を
驚
か
せ
た
り
、
「
ず
り
ず
り
」

引
き
ず
っ
て
い
る
尾
に
は
色
々
な
役
割
が
あ
り
ま

す
。
一
方
ビ
ー
バ
ー
の
特
徴
で
も
あ
る
大
き
な
前

歯
（
門
歯
）
は
、
ク
マ
が
乗
っ
て
も
壊
れ
な
い
ぐ
ら
い

堅
固
な
巣
と
そ
れ
を
ま
も
る
ダ
ム
を
造
る
た
め
や
、

餌
と
な
る
木
を
か
じ
り
倒
す
た
め
に
威
力
を
発
揮

し
ま
す
。
あ
ま
り
か
じ
り
続
け
て
い
る
と
、
歯
が
す

り
減
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
心
配
あ
り
ま
せ

ん
。
前
歯
は
一
生
伸
び
続
け
、
特
に
す
り
減
り

や
す
い
下
の
歯
は
、
１
年
に
12
㎝
も
伸
び
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
水
面
に
わ
ず

か
に
顔
を
出
し
た
だ
け
で
目
、
鼻
、
耳
が
出
る

よ
う
に
全
て
一
直
線
上
に
並
ん
で
い
た
り
、
巧

み
に
水
中
生
活
に
適
応
し
て
い
ま
す
。

 

地
上
で
は
の
ん
び
り
、
で
も
水
中
で
は
機
敏
な

ビ
ー
バ
ー
を
よ
く
観
察
し
て
み
て
下
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北
村
　香

　
県
立
の
い
ち
動
物
公
園
は
平
成
三
年
に
香
南
市
野
市
町
大
谷
に
開
園
。

 

九
十
七
種
類
、
約
千
五
百
五
十
の
動
物
た
ち
が
、
来
園
者
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

 

今
回
か
ら
、
動
物
園
に
住
ん
で
い
る
動
物
た
ち
を
飼
育
員
さ
ん
た
ち
の

楽
し
い
お
話
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今回は、チャームポイントの大きな歯が最強の秘密兵器にもなる

 56-3500のいち動物公園▲アメリカビーバーの大きな前歯

蔵書：約40,000冊

蔵書：約73,000冊
パソコン：４台
レーザーディスク：２台
ＤＶＤ・ＣＤ・カセットブックが利用できます。

　・お子さんの写真
　・名前（ふりがな）
　・生年月日
　・住所
　・保護者名
　・お子さんへのメッセージ

香南市野市町西野2706番地
〒781-5292

香南市役所秘書広報係

56-057656-0511 FAX

kouhou@city.kochi-konan.lg.jp

広報こうなんから

メールアドレス

香
南
市
役
所 

各
課
紹
介
①                                                

本
庁
・
一
階

香南市のかわいいお子さんをコーナー
で紹介していきます。満２歳までのお
子さんで掲載を希望される方は、

…を秘書広報係までお持ちください。
随時受け付けます。

文
芸
コ
ー
ナ
ー
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　   

作
品
募
集

文
芸
コ
ー
ナ
ー
へ
の

　
　
　
　
　
　 

　
　  

作
品
募
集

　
香
南
市
で
活
動
し
て
い
る
文
化
サ
ー
ク
ル
の
発
表
の

場
と
し
て
の
文
芸
コ
ー
ナ
ー
に
作
品
を
寄
せ
て
く
だ
さ

る
サ
ー
ク
ル
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
香
南

市
内
に
代
表
を
置
く
短
歌
、
川
柳
、
俳
句
の
サ
ー
ク
ル

で
す
。
代
表
者
の
方
の
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締
切
／
５
月
31
日
（
水
）

　お子さんの紹介コーナー！

おいでよ!まちの図書館へ

募
集
募
集

私たちがスタッフです。よろしくお願いします！

　どちらの図書館も、たくさんの本と地域のいろんな楽しいことで

私たちを迎えてくれ、利用の仕方はいろいろです。

57-8515

出納室

57-8504

税務課 　税務課職員は課長ほか総勢1９人。
市民税係は、個人・法人市民税、軽自動車税、国民健康保険税、たばこ消費税、鉱産税、
資産税係は、土地・家屋・償却資産税の課税、収納係は各税の徴収事務を担当しています。

　各種税の相談や納税
相談などを土・日を除
く午前８時30分～午後
５時15分まで行ってい
ます。どうぞお気軽に
おいでください。

　市税に関する証明書は
個人や法人の秘密に属す
る事項が多く含まれてい
るため、本人(納税義務者)
または本人の承諾書(委
任状)がなければ、発行
できません。
お気を付けください。

▲

四国銀行の
寺内さん

■利 用 時 間 ・開館日　火～日曜日　午前10時～午後６時
・休館日　月曜日・毎月第２木曜日・祝日・年末年始

　

からだの不自由な方のために

　・正面玄関までのスロープ・

　　専用トイレがあります

　来月より交代で

オススメの本を紹

介していきます。

■本を借りるとき

■本を返すとき　・夜間・休館日には本返却ポストへ返してください。

・利用者カードが必要です。
・申込みは、免許証保険証・学生証など住所確認がで
　きるものを持って受付カウンターへ。
　

し
ま
す

自然溢れる香我美図書館・街かどの野市図書館

香南市には２つの図書館があります。



広報こうなん 2006.5 (26)

香
南
市
広
報
「
こ
う
な
ん
」
平
成
十
八
年
五
月
一
日
発
行
　
　
　
　
編
集
・
香
南
市
広
報
編
集
委
員
会
　
発
行
･
香
南
市
役
所

〒781
　｜ 

5292
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香
南
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香我美町香我美町
野市町野市町

編
集
後
記

▼
吉
川
小
学
校
の
入
学
式
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
入
生
８
名
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊

張
の
中
に
も
瞳
を
輝
か
せ
な
が

ら
校
長
先
生
の
お
話
を
聞
い
て

い
る
姿
を
見
て
、
う
ち
の
子
も

こ
ん
な
時
が
あ
っ
た
な
あ
～
と

懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。 

松

▼
住
民
の
方
か
ら
「
住
宅
地
な

の
に
毎
年
蚊
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
」と
の
お
便
り
に
意
義
を
感
じ
、

「
蚊
に
１
ペ
ー
ジ
？
」
と
編
集
委

員
さ
ん
に
ク
レ
ー
ム
を
付
け
ら

れ
な
が
ら
『
蚊
の
季
節
が
来
る

前
に
』
を
編
集
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
情
報
収
集
し
て
い

て
見
つ
け
た
詩
に
、
に
っ
く
き

蚊
へ
思
わ
ず
情
が
移
り
そ
う
に

…
。『
ぼ
う
ふ
ら
が 

人
を
刺
す

よ
な
蚊
に
な
る
ま
で
は 

泥
水

飲
み
飲
み 

浮
き
沈
み
』 

　
井 

 
 

▼
広
報
担
当
の
三
人
で
香
南
市

北
部
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
！
舞

川
は
桜
が
満
開
で
、
羽
尾
に
は

梅
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
ま
し

た
。
大
釜
荘
で
お
い
し
い
ケ
ー

キ
を
食
べ
、
今
度
は
南
部
へ
の

探
検
を
決
意
し
ま
し
た
。（
Ｎ
）

　
《
広
報
へ
の
メ
ー
ル
》

k
o
u
h
o
u
@
c
i
t
y
.
k
o
c
h
i
-
k
o
n
a
n
.
l
g
.
j
p

《
香
南
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
k
o
c
h
i
-
k
o
n
a
n
.
l
g
.
j
p

　このたび香南市広報「こうなん」の編集

に携わる光栄と、３万４千市民への記事

表出に不安を感じながら、４名の熟練編

集委員と、百田総務課長ほか３名の広報

担当女史の熟達した取材経験に唯々諾々。

モットー「迅速・正確・平易文」

 「広報に載っちょったねぇ！」と市

内のあちこちで会話が聞こえてく

るような楽しく、親しみのある「こ

うなん」を発行できるよう微力なが

らお手伝いさせて頂きます。どうぞ

よろしくお願いします。

　市長と市議も決まり、いよいよ「香

南市」がスタートしました。５ケ町

村の広報も１冊になり合併前より

紙面が減りますが、身近な話題をよ

り多く、より分かりやすくお伝えで

きたらと思います。

　「へえ～」や「アハハ」な出来事を

どうぞお知らせください！

十萬 眞明（香我美町在住）

　広報等の編集に関わった経

験もなく心細いですが、行政と

市民同士の絆となれる広報誌

を目指して勉強させていただ

きます。市民の方々に発行を心

待ちにしていただけるような

編集に努めていきます。

広報担当の３人です

久保 きみ（野市町在住）

島崎 則彦（吉川町在住）

　夜須町では、広報の１ページを頂き町民か

ら見た、夜須町の宝人やイベント、宝物など

を取材し、編集させて頂いていました。今度は、

香南市の皆さんと仲間づくりをするのが楽

しみで、今からわくわくしています。人と人

とのつながりを、ぜひ広報の編集に生かして

いきたいです。よろしくお願いします。

副編集委員長　田中 たい子（夜須町在住）

ま
ち
の
皆
さ
ん
と
行
政
を

繋
ぐ
広
報
を
目
指
し
て

ま
ち
の
皆
さ
ん
と
行
政
を

繋
ぐ
広
報
を
目
指
し
て

ま
ち
の
皆
さ
ん
と
行
政
を

繋
ぐ
広
報
を
目
指
し
て

ま
ち
の
皆
さ
ん
と
行
政
を

繋
ぐ
広
報
を
目
指
し
て

　
旧
５
町
村
か
ら
広
報
「
こ
う
な

ん
」
に
強
力
な
助
っ
人
が
来
て
く

れ
ま
し
た
。

　
各
地
域
で
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ

て
く
れ
て
い
る
広
報
編
集
委
員

さ
ん
で
す
。
こ
の
顔
を
お
見
か
け

し
た
ら
是
非
、
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

人口 /34,179 人　世帯 /13,446 戸

（男 /16,393 人　女 /17,786 人）

出生 /  25 人　死亡 /  43 人

転入 /242 人　転出 /318 人

対前月比 /97 人減 (18.3.31 現在 )

市
の
う
ご
き

（左から井上・松田・田中）

がんばります！

編集委員長　野村 土佐夫（赤岡町在住）


